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VEDAとは

• VEDA(ヴェーダ)とは

VEDAはMicrosoft社が開発・販売するビジネスグラフィックスツール”Visio”を利用し、様々な設備
管理図面とデータベースを一元管理することで、図面とデータベースの相互参照を容易に行うことがで
きる、”マネジメントツール”です。

【主な機能】

• Visio によるレイアウト図のデータ管理

• 入力データはSQLデータベースで管理

• カスタマイズ可能なデータベース構造

• 簡単な操作で図とデータベースを連携

• データベースからの図面検索

• 管理図形へリストデータ（履歴など）入力

• データはExcel出力により２次利用可能
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Visioで作図したSample



①メインメニュー

②検索画面へ

機能概要 その１.操作のながれ
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④図面起動

VEDAを起動し、対象の図面を検索（DB検索）して図面を起動します。
起動された図面上からデータの詳細を確認したり、新規に情報の関連付けを行います。

③データを検索
（図面内に配置の図形を検索）

⑥DBリストを図面へドラッグ＆
ドロップしてデータを紐づけると
位置情報を管理する事が可能

⑤データの
詳細情報を確認



機能概要 その２.データの検索と情報の閲覧
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①対象データを選択し、必要な条件を入力して管理対象
のデータが存在する図面ファイルを検索

①管理対象となるデータの条件を指定して、データの検索を実行します。
結果がリスト表示されるので、該当するデータのファイルを起動(編集・参照のみのモード有)します。
②検索から起動された場合は、その図形を中心として表示され選択された状態となります。
図形のメニューからデータの詳細情報を表示して確認もしくは編集することが可能です。

②図面に配置された図形からデータの詳細
を確認（起動時のモードにより直接データ
を編集することも可能）



機能概要 その３.データリンク設定（情報の紐付け）
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①データベース上の設備情報を配置
図形へドラッグ＆ドロップして関連付け

①対象図形に対して、リストから該当データを選択しドラッグ＆ドロップでデータリンクされます。
②データリンクされた図形には、詳細情報を表示するメニューが自動生成されます。
③データリンクされたデータのリストの該当データには、リンク済のアイコンが表示されます。

②リンク設定により関連付けされた
図形にはメニューが追加

③図形とリンクされている
データにはアイコンが表示



機能概要 その４.リスト情報のメンテナンス
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①各設備などに対する
保守情報を複数登録し
て管理することが可能

①管理対象の設備に対して、履歴情報などのリストデータを登録することが可能です。
②登録されているリストデータは、エクセルへ出力することが可能です。
③エクセルのデータを更新（データ修正、データの新規追加）してDBを一括更新することも可能です。
この機能によりデータ更新の作業負荷が軽減されます。

②登録データは、エクセルへ出力して２次利用が可能

③出力データを編集して
データ更新することが可能

④Excel入力 機能で
一括データ更新される



機能概要 その５.管理データ出力と入力
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①データベースに登録されたデータは、エクセル形式で出力することが可能です。
エクセルとして出力されることにより、データを簡単に２次利用できます。
②データ入力機能によりエクセルで編集したデータを一括更新することも可能です。

①VEDAで管理されるデータベースはすべて
Excel形式でデータ出力することが可能

②Excelへ出力されたデータを更新して
DBを一括更新することも可能



機能概要 その６.データの拡張性
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VEDAのデータ構造は、お客様のニーズ
に合わせて自由に変更する事が可能

※）
本機能は、ユーザ様へ提供される機能でありません。
システムご提供時にヒアリングした情報を元に導入サー
ビスのメニューとしてデータ項目を設定させて頂きます。

管理するデータ項目は、システム構築時に以下のUIから自由に設定することが可能です。
これにより、お客様のデータ仕様に応じたプログラムの更新を必要とせず、短納期・低コストで導入することが可能です。



Visio標準機能との比較
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Visio professional(単独利用) VEDA

図面 ファイル管理 Windowsのエクスプローラによる表示 Windowsのエクスプローラ風なUIによる表示および図面から他図面の起動も可能

検索 単一ファイル内の情報検索のみ
（ファイルが開かれているもののみ対象）

管理対象の複数ファイルを対象とし、図面に登録されたデータ・属性による検索が可
能

権限 Windowsのファイルアクセス制御 ログインユーザに応じた利用範囲の制限が可能

ファイル容量 管理項目の数に応じてファイルサイズが増減 図形には管理IDのみのためファイルサイズが一定

データ 管理 図形ごとに１つ（複数項目を１つのみ）のデータ
のみ登録可能

図形に対してリスト形式（複数項目を複数データ）のデータを登録可能

表示 プロパティウィンドウによる表示 独自ウィンドウによる複数のカード型データおよび表型データの表示が可能（タブ切
り替え）

編集 図形単位でのデータ編集 図形とデータベースからの編集（双方が可能）

入出力 図面単独に限定したデータ連携およびデータ出力 データはデータベースで管理されており複数ファイルを対象とした一括の入出力が可能

全体 データ保持 図面内に保持 データベース(MS SQL server)で一元管理

拡張性 データ定義は自由に可能だが、機能のカスタマイズ
や他システムとの連携は不可

データおよび機能の拡張が可能
・自由なデータの定義
・自由な機能メニュー名の定義
・機能のカスタマイズ対応（別途費用が発生します）
・他システムとの連携（別途費用が発生します）



製品価格・サービスメニュー
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項目 サービス内容 価格（税別）

VEDAライセンス １ライセンス（ボリュームライセンスは別途ご相談） 20万円

初期導入作業費 ・要件ヒアリング
・DB定義設定
・操作メニュー設定
・インストール作業

50万円～

操作講習 ・システムの操作講習
・１回５名以下で４時間
・東京２３区内以外は別途移動交通費

10万円～

システム運用保守
（オンライン）

・システムに対する操作サポート
・提供期間：６か月～
・対応時間：月5時間まで（対応時間に応じてお見積り）
・弊社営業日営業時間内での対応

9万円～
（月1.5万円～）

その他オプション作業 ・機能のカスタマイズ
・図面の作成・CADデータ変換
・現地調査
・データの初期構築
・運用支援

別途お見積り

※１）Microsoft Visio が別途必要です。



システム構成例
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File Server
・Visio図面ファイル

SQL Server 2017
・管理データベース

クライアントPC
・Meister VEDA
・Microsoft Visio 2019
・Microsoft Excel 2019

最小構成
（利用ユーザ数：１～数人）

中規模構成
（利用ユーザー数：２～数十人）

クライアントPC
・Meister VEDA
・Microsoft Visio 2019
・Microsoft Excel 2019
・データ管理
-SQL Server 2017(無償版)
-Visio図面ファイル


